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１ 学校教育の指導の重点 

（１）上尾市教育指導目標 

各学校は、自校で定めた「カリキュラム・マネジメント」に基づく授業改革を行い、児童生

徒に次の資質・能力を育成する。 

 

 

  ア 学ぶために必要な次の５つの力を育成する。 

    ①継続して学習する力  ②集中して学習する力  ③静かに学習する力 

    ④丁寧に学習する力   ⑤分からないことを自分で調べる力 

  イ 授業規律を確立する。 

  ウ 個別学習や補習学習、反復学習や反転学習などを取り入れる。 

  エ オンラインドリルを活用した習熟学習を積極的に行う。 

 

 

 

ア「見方・考え方」を軸にした授業改善を図る。 

  イ 見通したり、振り返ったりする活動を充実させる。 

  ウ 協働的な学びや問題発見・問題解決的な学習を積極的に取り入れる。 

  エ ＩＣＴを活用した思考を深める学習活動を積極的に導入する。 

 

 

 
 

ア 非認知能力（自制心、自己効力感、勤勉性等）を高める。 

  イ 学んだことの意義を実感できる学習活動や評価の工夫を進める。 

  ウ 教科横断的な学習（ＥＳＤやＳＤＧｓなど）に積極的に取り組む。 

  エ ほめる教育を推進し、できた喜びを称賛し合う学級づくりを進める。 

 

（２）育てたい児童生徒像 

 

 

 

 

 

 

①生涯にわたり学習の基盤となる基礎的な知識及び技能 

②課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等 

 

③学びに向かう力、人間性等の涵養 

１ 自己を律することができ、他人を思いやることのできる児童生徒 

２ 自ら考え、様々な人と協働しながら、主体的に課題を解決していく児童生徒 

３ 多様な考え方を認め、自他がともに幸せに暮らしていける持続可能な社会を 

形成していこうとする児童生徒 

４ 心身ともに健康でたくましい児童生徒 

５ 基本的生活習慣を身に付け、社会の一員として責任ある行動を常にとることが

できる児童生徒 
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 (３) 指導の重点   

① 学校経営 

ア カリキュラム・マネジメントの確立 

各学校は、児童生徒の実態や地域の実情等を踏まえ、自校の学校教育目標を実現 

するため、教科等横断的な視点で、教育内容を組織的に配列した社会に開かれた 

教育課程を編成する。 

イ 児童生徒の確かな学力の育成 

変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて学び続ける高い使命感を備えた教職 

員集団を育成するとともに、児童生徒一人一人の可能性を引き出す、「個別最適 

な学び」と「協働的な学び」という観点から学習活動の充実の方向性を改めて捉 

え直し、これまで培われていた工夫とともに、ＩＣＴの新たな可能性を指導に生 

かすことで、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業を全市的に実施する。 

② 学級経営 

ア 学校の教育目標の達成を図る学級経営 

児童生徒の実態や保護者の願いなどを踏まえた学級目標を設定し、学校の経営方 

針に基づいて学級経営を推進する。 

イ 教職員間の協力と創意を生かした学級経営 

教職員間の共通理解を図りながらガイダンスやカウンセリングを充実させ、一人 

一人の児童生徒の学校生活への適応や望ましい人間関係を形成する。 

ウ 児童生徒が様々な活動に自主的・実践的に取り組む学級経営 

児童生徒一人一人の多様性を認め、自己を素直に発揮でき、他者の失敗や短所に 

も寛容で、共感的な支持的風土を醸成する。 

③ 学習指導 

ア 生きて働く「知識及び技能」の習得 

学習の系統性を踏まえ、小・中学校の連携を図りながら、基礎的・基本的な知 

識・技能の着実な定着に努める。また、個別の事実的な知識のみでなく、習得し 

た個別の知識を既存の知識と関連付けて深く理解し、社会の中で生きて働く知識 

となるものとなるようにする。 

イ 未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」の育成 

物事の中から問題を見いだし、精査した情報を基に自分の考えを形成し、文章や 

発話によって表現したり、目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え 

たりするなどして、問題の解決を図る。そして、多様な考え方を理解しながら、 

児童生徒の思考力、判断力、表現力等を育成する。 

ウ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」の涵養 

児童生徒や学校、地域の実態を踏まえて指導のねらいを適切に設定するとともに、 

児童生徒一人一人がよりよい人生を切り拓いていくために、主体的に学習に取り 

組む態度も含めた学びに向かう力、自己の感情や行動を統制する力、よりよい生 

活や人間関係を自主的に形成する態度等を身に付けられるようにする。 
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④ 生徒指導 

ア いじめを許さない気運の醸成 

教師と児童生徒及び児童生徒相互の好ましい人間関係づくりに努めるとともに、 

誰もがいじめを許さない学年・学級づくりに努める。 

イ いじめを見逃さない校内体制の構築 

管理職のリーダーシップの下、自校のいじめ防止基本方針に則り、全教職員の  

共通理解に基づいた校内指導体制を構築し、いじめ見逃し０を実現する。 

ウ 児童生徒の自己有用感を高める取組の推進 

児童生徒の発達段階と特性を十分考慮し、児童生徒自らが自己を高めることので 

きる活動を積極的に推進する。 

⑤ 進路指導・キャリア教育 

ア 個に応じたきめ細かい進路指導の充実 

生徒一人一人の能力や適性、興味や関心及び進路指導に十分配慮し、生徒自らの 

意思と責任で進路を選択決定できるよう、キャリア教育の意義を踏まえた指導・ 

支援に努める。 

イ 児童生徒理解に基づくキャリア教育の推進 

児童生徒が、自らの学習状況や進路キャリア形成を見通したり振り返ったりしな 

がら、自身の変容や成長を自己評価できるようキャリア・パスポートを活用する。 

⑥ 道徳教育 

ア 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育 

「特別の教科 道徳」を要として、全教職員の参加と協力により、学校のすべて 

の教育活動を通じて道徳教育を推進する。 

イ よりよく生きるための基盤となる道徳性の育成 

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考 

え、自己の生き方(人間としての生き方)について考えを深める学習指導を充実す 

る。 

ウ 家庭・地域社会との連携 

家庭や地域社会との共通理解を深め、授業の実施や地域教材の開発や活用などに、 

保護者や地域の人々の積極的な参加や協力を得るなど、相互の連携を図る。 

⑦ 学校教育相談 

ア 全ての教育活動を通じて行う学校教育相談 

教育計画全体の中に学校教育相談を位置付け、効果的に進めるために、各児童生 

徒の情報を的確に把握し、学校教育相談の具体的な実施計画を作成し、組織的に 

対応する。 

イ 校内の相談体制づくりと関係機関との連携 

教育相談主任を中心に、教職員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワ 

ーカー等が、連携・協働する体制の充実に努める。また、各学校は学校と関係相 

談機関の果たす役割を明確にし、相互に協力しながら児童生徒の支援に当たる。 
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ウ 不登校対策の充実 

全校に不登校対策委員会を設置し、不登校対策についての会議等を継続的に行う 

とともに、不登校対策コーディネーター等を中心として、未然防止・早期発見・ 

早期支援などを組織的かつ機動的、計画的に進める。 

⑧ 体育  

ア 学習指導のさらなる改善と運動に親しむ取組のさらなる工夫 

学校の教育活動全体を通じて、意図的な運動の機会を捻出、設定し、休み時間等 

の日常的な運動の機会を確保し、運動好きな児童生徒を育てる。 

イ 継続的に取り組む体育的活動時の事故防止及び学習規律の確立 

体育施設や用具等の日常的・定期的な安全点検とそれに伴う事後処理を確実に行 

うとともに、適度な緊張感のある、よい雰囲気の中で、効率よく集中して学習に 

取り組めるように、「学びに向かう力、人間性等」の安全の内容について、継続 

的に指導・評価する。 

ウ 新たな形態による授業づくりの推進 

民間スイミングスクールを活用した水泳授業のモデル事業を拡大し、その効果を 

検証し、本市の実態に即した今後の水泳授業の在り方等を構築する。 

⑨ 健康教育 

ア すべての教職員で健康教育を推進できるような組織体制の整備 

学校保健計画をもとに、教職員の共通理解を図り学校の教育活動全体で、健康に 

関する知識を身に付け、必要な情報を収集し適切な意思決定行動選択のできる資 

質・能力の育成に努める。 

イ ９年間を見通した食に関する指導の充実 

給食の時間を中心としながら、各教科における指導を相互に関連させながら食に 

関する指導に取り組み、学校や地域の実態に即した食に関する課題の解決に努め 

る。 

⑩ 人権教育 

ア 学校教育活動全体を通した人権教育の推進 

学校の実態や児童生徒の発達段階に応じて、全体計画・年間指導計画を作成し、 

保護者や地域社会と連携し、同和問題をはじめ、性の多様性に関する人権課題、 

インターネットによる人権侵害など、様々な人権課題について正しく理解し、人 

権感覚を身に付け、人権課題を解決しようとする児童生徒の育成に努める。 

⑪ 特別支援教育 

ア 発達障害を含む障害のある児童生徒への適切な指導の充実 

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた、「個別の教育支援計画」「個別の指 

導計画」等を作成し、家庭や関係機関と十分に連携を図り、個に応じた指導を充 

実させる。 

また、児童生徒の実態に応じて、通級による指導や特別支援学級の弾力的な運用 

等を進める。 
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イ 通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒への指導の充実 

特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制の整備と充実を図り、 

学校がチームとなって児童生徒一人一人の特性に応じた適切な支援を計画的に行 

う。 

ウ 特別支援学校教諭免許状の取得促進等による教員の専門性向上を図る。 

特別支援学校教諭免許状取得のための認定講習への参加を積極的に促すなどによ 

り、教員の特別支援教育についての専門性向上に努める。 

⑫ 国際理解教育 

ア 上尾市英語力向上プランに基づく英語教育の充実 

国や文化の異なる人々と主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと 

する態度を育成するため、児童生徒の発達段階に応じて、外国語指導助手（ＡＬ 

Ｔ）や地域の外国人等との外国語を用いたふれあいや対話の機会を充実し、小中 

学校９年間を見通した英語教育を実施する。 

イ 異文化理解、多文化共生の視点に立つ教育の推進 

ＡＬＴや地域の外国人の方と交流する機会を増やし、他国の人々と主体的にコミ 

ュニケーションを図ろうとする態度の育成に努める。 

⑬ 情報教育 

ア さらなるＩＣＴ端末の授業等における効果的な活用に関する研究の推進 

授業における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に資する研 

究を一層推進し、教職員の教育クラウド活用に対する理解を促進するとともに、 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる。 

イ デジタル・シティズンシップ教育の充実・効果的な取組の促進 

従来の「情報モラル教育」からの脱却を進め、「デジタル技術の利用を通じて、 

社会に積極的に関与し、参加する能力」を身に付けることを目的とした「デジタ 

ル・シティズンシップ教育」への転換を一層推進する。 

ウ 生成ＡＩの適切な利活用の推進 

生成ＡＩの適切な利活用の推進に資する調査研究を行う。 

⑭ 環境教育 

ア 持続可能な社会の実現のため、環境を守ろうとする心と態度の育成 

持続可能な社会を作り上げるために、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の

視点を取り入れ、環境の保全に向けて、児童生徒が主体的に行動できる実践的な

態度や資質・能力の育成を図る。 

イ 教職員の共通理解に基づいた環境教育推進体制の確立 

文部科学省や県教育委員会発行の指導資料を活用した研修を計画的に実施し、学

校の教育活動全体を通して取り組む。 

ウ 各教科等の連携を図った全体計画・年間指導計画の作成と指導方法の工夫 

各教科、総合的な学習の時間、特別活動等との連携を図った指導計画を作成し、

体験的な活動を取り入れるなど児童生徒が主体的に学習できるよう、指導方法の

工夫・改善に努める。 
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⑮ ボランティア・福祉教育 

ア ボランティア・福祉教育の充実 

地域や学校の実態に応じて、指導方法及び指導内容を創意工夫する。また、各教 

科等において、ボランティア・福祉教育に係る体験活動を実施する際は、そのね 

らいを明確にし、教育効果を高めるようにする。 

イ 関係団体との連携 

社会福祉協議会等の関係団体の理解・協力を得ながらボランティア・福祉教育を 

推進する。 

⑯ 男女平等教育 

ア 男女共同参画社会の実現を目指す教育の推進 

児童生徒一人一人が個性や能力を発揮して自らの意志によって行動できるよう、 

男女平等教育の全体計画・年間指導計画を作成し、家庭や地域の人々の理解と協 

力を得ながら、学校教育全体を通じて男女平等意識を高める教育を推進する。 

⑰ 学校図書館教育 

ア 学校図書館を活用した授業の充実 

各教科等の授業において、学校図書館の「読書センター」「学習センター」「情 

報センター」としての役割を十分に機能させるように努める。 

イ 学校図書館の充実 

司書教諭を中心に、全教職員の共通理解、協力体制を確立し、学校図書館が児童 

生徒に積極的に利用されるような取組を推進する。 

ウ 計画的な読書活動の推進 

朝読書を行うなど、計画的な読書指導を推進し、児童生徒の読書に親しむ態度を  

育成し、読書の習慣を身に付けさせる。 

⑱ 交流及び共同学習 

ア 共生社会の形成を目指した教育の推進 

障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が、共に学び、互いに触れ合うことを 

通して、同じ仲間として共生社会を形成する一員であるという意識を育てる。 

イ 全体計画に位置付けた計画的、継続的な実施 

支援籍学習等の交流及び共同学習は、地域や学校、児童生徒の実態に即して活動 

の種類や時期、実施方法等を適切に定め、単に交流する機会をもつだけでなく、 

共に学び合い、全ての児童生徒に成果が期待できる共同学習の側面をより重視す 

る。 
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 ２ 魅力ある学校づくり 

（１）令和 6 年度 学校課題研究一覧 

【小学校】                        ※網掛け は令和６年度発表校 

No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表 

1 上尾小 学習指導 

児童の「自ら学習を進める力＝自走力」を高める

授業づくり 

～多様な学びに応じた授業の研究～ 

なし なし なし 

2 中央小 
学習指導 

（国語科） 

自分の思いや考えを広げ、主体的に学び合う児童

の育成 

～「伝え合う力」を育む指導方法の工夫～ 

なし なし なし 

3 大谷小 学習指導 

身に付けたことを活用し、自分の考えを深める児

童の育成 

～読み取る力、書く力、伝える力を伸ばす学習指

導を通して～ 

なし なし なし 

4 平方小 体力向上 

体力向上に向けた教育の推進 

～体育科の授業の工夫改善を行い、自己有用感を

高め、生涯にわたり運動に親しみ心身の健康の保

持増進に取り組むことができる児童の育成～ 

市教委   R6・R7 
令和７年度 

発表予定 

5 大石小 
学習指導 

（算数科） 

わかった、できたを実感し、自信を育てる算数科

の授業づくり 

～個別最適な学びと協働的な学びの実現を通して～  

市教委   R5・R6 R6.11.27 

6 原市小 小中一貫教育 

主体的にねばり強く何事にも取り組む児童・生徒

の育成 

～つながりを大切にした小中一貫教育～ 

なし なし なし 

7 上平小 
学習指導  

(国語科) 

生き生きと活動する子供たちを目指して 

～自分の言葉で自分の思いを伝えられる児童の育成～  
市教委   R6・R7 

令和７年度 

発表予定 

8 富士見小 学習指導 
未来を切り拓く 心豊かな児童の育成 

～絆とつながりを大切にした指導を通して～ 
なし なし なし 

9 尾山台小 特別支援教育 自ら学び、考え、共に高め合う児童の育成 市教委   R5・R6 R6.10.29 

10 東小 

学習指導（外国語

科・外国語活動・

英語活動） 

言語活動の充実を図り、楽しく伝え合う外国語授

業の研究 

～英語で自分の思いを伝え、進んでコミュニケー

ションを図る児童の育成～ 

市教委  R5・R6 R7.1.29 

11 大石南小 
学習指導 

（国語科） 

主体的に学び、自らの考えや思いを適切に表現す

ることができる児童の育成 
なし なし なし 

12 平方東小 

学習指導（外国語

科、外国語活動、

英語活動） 

外国語に慣れ親しみ、主体的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする児童の育成 
市教委   R5・R6 R6.11.5 

13 原市南小 
学習指導 

（図画工作科） 

「思い」を生かして、生き生きと表現する児童の

育成 
市教委 R5・R6 R6.11.22 
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No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表 

14 鴨川小 学習指導 

新しい社会を生き抜く児童の育成 

～学力調査結果の考察を生かした指導の工夫を通

して～ 

なし なし なし 

15 芝川小 特別支援教育 
「自信をもち、きらりと輝く児童の育成」 

～自己肯定感・自己有用感を高める指導方法の工夫～  
市教委   R5・R6 R6.11.22 

16 瓦葺小 体力向上 

運動の楽しさや喜びを味わわせ、三つの資質・能

力をバランスよく育む指導の工夫 

～笑顔で 汗かき 課題をこえろ Smile  Sweat  

Solution  ～ 

なし なし なし 

17 今泉小 
総合的な 

学習の時間 

持続可能な未来をつくる SDGs 教育の実践 

～2030 年への挑戦 自ら考え、主体的に行動を起

こす今っ子の育成～ 

県教委 

市教委 
R6・R7 

令和７年度 

発表予定 

18 西小 

学習指導（外国語

科・外国語活動・

英語活動） 

英語でも、楽しく意欲的に伝え合う西小っ子の育成 市教委   R6・R7 
令和７年度 

発表予定 

19 東町小 学習指導 
主体的に課題に取り組み、表現力豊かに伝え合う

児童の育成 
なし なし なし 

20 平方北小 学習指導 
目を輝かせて主体的に学ぶ児童の育成 

～非認知能力を高める指導を通して～ 
市教委   R6・R7 

令和７年度 

発表予定 

21 大石北小 生徒指導 
自己決定の場をつくる学習活動の工夫 

～個別最適な学びと協働的な学びのベストミックス～  
市教委   R6・R7 

令和７年度 

発表予定 

22 上平北小 
学習指導 

（国語科） 

自らの考えをもち、互いに伝え合う児童の育成 

～「学力・意欲の相乗効果」を実現する授業改善～  
市教委   R5・R6 R6.11.27 

 

 

【中学校】 

No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

1 上尾中 学習指導 

主体的・対話的で深い学びを推進し、生徒の未来につ

ながる力の育成 

～ICT 端末の効果的な活用と地域連携を軸とした教育

活動の構築～ 

市教委   R6・R7 
令和７年度 

発表予定 

2 太平中 特別支援教育 
自ら主体的に考え、仲間と共に学び続ける生徒の育成 

～特別支援教育の視点を取り入れた授業実践を通して～ 
なし なし なし 

3 大石中 学習指導 

生徒一人一人のよい点や可能性を生かし、異なる考え

方を組み合わせたより良い学びを実現する授業改善 

～ICT を活用した表現する機会を通して～ 

市教委   R5・R6 R6.10.29 

4 原市中 小中一貫教育 
主体的にねばり強く何事にも取り組む児童・生徒の育成 

～つながりを大切にした小中一貫教育～ 
なし なし なし 
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No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

5 上平中 学習指導 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導方法

の工夫 

～ICT とその他の教材を効果的に組み合わせて～」 

市教委   R5・R6 R7.1.29 

6 西中 
総合的な 

学習の時間 

未来に夢を持ち、持続可能な社会をつくる生徒の育成

～ESD の資質能力の育成に向けた中学校カリキュラムの充実～  

県教委 

市教委 
R6・R7 

令和７年度 

発表予定 

7 東中 学習指導 
「新しい時代を生きる力の育成」 

～主体的・対話的で深い学びを通して～ 
市教委   R5・R6 R6.10.29 

8 
東中 

向原分校 
学習指導 

学び合い、高め合う校内研修 

～ICT の効果的な活用を通して～ 
なし なし なし 

9 大石南中 学習指導 

生徒の探究力を伸ばす教育活動の工夫 

～小規模校の特性を生かした個別最適な学びと協働的

な学び～ 

市教委   R6・R7 
令和７年度 

発表予定 

10 瓦葺中 学習指導 「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく授業改善   なし なし なし 

11 南中 学習指導 
「令和の日本型学校教育」の実現を目指して 

～ICT の有効活用～ 
なし なし なし 

12 大谷中 道徳教育 

道徳教育を通じて相互に理解し合い、よりよく生きよ

うとする生徒の育成 

～問題解決的な授業と体験的な授業を通して真・心

（しん）の対話を目指す～ 

市教委   R5・R6 R6.11.5  
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（２）令和５年度委嘱研究発表 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学習指導【算数科】（上尾市教育委員会委嘱） 

 

学習指導【国語科・道徳科】（上尾市教育委員会委嘱） 

学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 

上 尾 小 学 校 

中 央 小 学 校 

大 谷 小 学 校 

研究主題 「笑顔があふれ 生き生きと学ぶ 児童の育成」 
～ICT を効果的に活用し 主体的に学習に取り組む 算数科の学習指導方法の工夫改善～  

 

研究主題 
自分の思いや考えをもち、主体的に学び合う子供の育成 
～１人１台端末を活用した指導方法の工夫を通して～ 

 

研究主題 
他者とよりよくつながるための説明する力の育成 
～言葉による見方・考え方が働く言語活動を工夫した国語科の授業～ 
～自己を見つめ、表現し、互いに深め合う児童を育成する道徳科の授業～ 
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学習指導【国語科】（上尾市教育委員会委嘱） 

総合的な学習の時間（上尾市教育委員会委嘱） 

学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 富 士 見 小 学 校 

研究主題 
取り入れ、見直し、改善する児童の育成 
～ICT 環境の活用を中心として～ 

 

大 石 南 小 学 校 

研究主題 
主体的に学び、自らの考えや思いを適切に表現することができる児童の育成 
～指導事項を明確にした「わかる」国語科授業を目指して～ 

 

鴨 川 小 学 校 

研究主題 
新しい社会を生き抜く児童の育成 
～プログラミング的思考を軸とした授業展開で、社会で活きる情報活用能力を育てる～ 
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学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 

特別支援教育（上尾市教育委員会委嘱） 

 

学習指導【体育科】（埼玉県教育委員会・上尾市教育委員会委嘱） 

瓦 葺 小 学 校 

研究主題 
自ら学び、自らを表現する児童の育成 
～スキーマを活かした対話と必然性のある学びを通して～ 

 

東 町 小 学 校 

研究主題 
体育科における見方・考え方を働かせ、児童が三つの資質・能力を身に付けること
ができる授業提案 
～「わかる」「できる」「活用する」「関わる」「楽しい」体育授業を通して～ 

 

太 平 中 学 校 

研究主題 特別支援教育の手法を生かした指導の工夫・改善 

 



〔 第２章 学校教育 〕 

42 〔 ２ 魅力ある学校づくり 〕 

学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育（上尾市教育委員会委嘱） 

瓦 葺 中 学 校 

研究主題 
ICT 機器を活用した授業展開の工夫 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けたよりよい学習活動～ 

 

南 中 学 校 

研究主題 
生徒の多様性に応じた最適な指導 
～ユニバーサルデザインの有効活用～ 

 



〔 第２章 学校教育 〕 

〔 ２ 魅力ある学校づくり 〕 43 

いじめ根絶に向けた取組について 

め根絶に向けた取組について 

① いじめの防止等のための基本的な方針  

上尾市では、平成 26 年 2 月に「上尾市いじめの防止等のための基本的な方針」*を策定いたしま

した。上尾市教育委員会では、「いじめは決して許されないこと」であり、また、「いじめは、

どの学校でも、どの子供にも起こりうるものである」との認識に立ち、「いじめの根絶」及び

「いじめの早期解消」に取り組んでまいりました。（*平成 30 年 3 月に一部改定） 

「いじめの根絶」及び「いじめの早期解消」には、子供の実態を日常的に把握し、学校、家庭、

地域社会や関係機関が連携して「いじめの根絶」に取り組むとともに、子供たち自らが「いじめ

をしない、させない、許さない」強い意志をもつことが大切です。そのためには、各教職員が

「いじめは人として絶対に許されない行為であり、いじめられて苦しんでいる子供たちを全力で

守る」という強い意志を持ち、児童生徒の指導にあたることが何よりも重要です。 

上尾市教育委員会では、すべての子供が、なかよく楽しい学校生活を送ることができるよう

「いじめのない学校」を実現するため、学校との連携を一層深め、いじめ根絶に取り組んでまい

ります。 

 

② いじめ根絶に向けた上尾市の取組 

年 月 内   容 

平成 18 年 11 月 

 

11 月 

平成 19 年 8 月 

平成 22 年 

平成 24 年 8 月 

 

      

 

 

       8 月 

       11 月 

平成 25 年 4 月 

       6 月 

 

      7～8 月 

 

      8～12 月 

 

       11 月 

平成 26 年 2 月 

       3 月 

      6～7 月 

       6 月 

 

       7 月 

いじめ根絶を訴える緊急アピール 

（教育長、PTA 連合会長、小学校長会長、中学校長会長） 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」作成 

「いじめをなくす宣言」 第 17 回子ども議会で採択 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」改訂 

上尾市いじめ根絶対策会議を開催 

（全小・中学校の校長と生徒指導主任が参加） 

○児童・生徒及び保護者を対象とする統一したアンケート調査の実施 

○教師用チェックリストの作成 

○各家庭向けの保護者用チェックリストの配布 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」改訂 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

「子ども・いじめホットライン」、「子ども・いじめホットメール」開設 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「Q-U」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

CAP 研修会を全小・中学校で実施 

○教職員の実践的指導力の向上を図る 

上尾市「いじめ根絶」中学生サミット 

 ○上尾市「いじめ根絶」中学生宣言 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

「上尾市いじめの防止等のための基本的な方針」策定 

学校いじめ防止基本方針を各小・中学校で策定 

CAP 研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校 3 年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催 
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       10 月 

 

 

       12 月 

 

平成 27 年 4 月 

     4 月～ 

       5 月 

 

      6～7 月 

6 月 

 

       7 月 

 

 

      5～11 月 

     

 

平成 28 年 3 月 

      6～7 月 

6 月 

 

       7 月 

 

 

 

 

 

       11 月 

平成 29 年 2 月 

 

3 月 

 

      6～7 月 

6 月 

 

       7 月 

 

 

 

8 月 

 

       11 月 

平成 30 年 2 月 

 

   3 月 

 

6～7 月 

6 月  

 ○ネットトラブル防止に関する基調講演及びパネルディスカッション 

「第１回上尾市ネットトラブル防止対策会議」開催 

 ○ネットトラブル防止に関する情報交換並びに対策の方向性・行動指針

について検討 

「第 2 回上尾市ネットトラブル防止対策会議」開催 

 ○保護者に向けたネットトラブル防止に係る啓発活動の方法を検討 

「上尾市ネットトラブル防止宣言」ポスター・リーフレットの配布 

上尾市立中学校非公式サイト監視調査開始 

「上尾市スマホ・ケータイ安心ネット会議」準備委員会開催 

 ○小・中学生に向けたネットトラブル防止に啓発活動の方法を検討 

CAP 研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催 

 ○スマホ・ケータイの正しい使い方に関する基調講演及び保護者と教諭

によるパネルディスカッション 

「上尾市スマホ・ケータイ安心ネット会議」開催 

 ○ネットトラブル防止の被害者・加害者にならないために、自分自身の

ルールやマナー等「行動宣言」を策定し、地域の集いで報告 

「上尾市中学校区スマホケータイつかい方行動宣言」リーフレットの配布 

CAP 研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

パネルディスカッション 

 ○各中学校区の「スマホ・ケータイ行動宣言」に対する児童生徒の意識

の状況及び今後の具体的な指導について 

〇さらに進化していくネット社会に向けての問題提起、脱・スマホ依存

について 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」マグネ

ットの配布リーフレットの配布（１回目） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「いじめのない学校生活の実現を目指して」丸山 綱男 氏  

○グループ協議「いじめのない学校生活の実現のために、地域・学校が

連携してできる具体的な方策」 

上尾市「いじめ根絶」小学生サミット開催 

○上尾市「いじめ根絶」小学生の誓い 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」マグネ

ットの配布リーフレットの配布（2 回目） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 
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7 月  

 

 

 

 

     11 月 

12 月 

平成 31 年 2 月 

 

 

   

3 月 

 

令和元年 6～7 月 

7 月 

 

 

 

 

 

 

11 月  

     12 月 

令和 2 年 2 月 

 

 

3 月 

   

7 月 

 

9 月 

 

11 月 

12 月 

令和 3 年 2 月 

 

 

 

6 月 

 

7 月 

 

 

 

 

9 月 

 

11 月 

令和 4 年 2 月 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「楽しいコミュニケーションを考えよう～子どものネットトラブ

ルを防ぐための３つの対策～」LINE 株式会社 柴田 保文氏  

○グループ協議「ネットいじめ、SNS いじめから子供を守るためには 

～地域・家庭・学校が連携してできる具体的な方策～」 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

上尾市「いじめ根絶」小学生サミット開催 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

「いじめを考える授業」研究協議会（市内小・中学校生徒指導主任対象） 

 ○富士見小学校で１回開催 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」付箋配

布 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「「いじめ根絶へ向けた自己有用感を育む教育」 

東松山市立総合教育センター副所長 

城西国際大学兼任講師   稲垣 孝章 氏 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

上尾市「いじめ根絶」小学生サミット開催 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

「いじめを考える授業」研究協議会（市内小・中学校生徒指導主任対象） 

 ○東中学校で１回開催 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」付箋配

布 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」定規配

布 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

「いじめを考える授業」研究協議会中止（市内小・中学校生徒指導主任対

象）（新型コロナウイルス感染拡大防止のため） 

「i-check」の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

「夢を育み 未来を創る 子供すこやかシンポジウム」開催（オンライ

ン） 

○講演「サイバーセキュリティー講演」 

 埼玉県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」定規配

布 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 
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6 月 

 

7 月 

8 月 

       

 

 

令和 5 年 1 月 

 

 

3 月 

 

 6 月 

 

7 月 

8 月 

 

 

 

 

11 月 

 

 

 

12 月 

令和 6 年 6 月 

 

7 月 

 

 

「いじめを考える授業」授業研究会  

（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、YouTube 配信による提案

授業と Google Meet による研究協議） 

〇富士見小学校で実施 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター配布 

（各小・中学校、公共施設等に 300 枚配布） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「hyper-QU」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

「夢を育み 未来を創る 子供すこやかシンポジウム」開催（オンライ

ン） 

○講演「支え合い、学び合い、高まり合うピア・サポートの構築」 

 聖学院大学 心理福祉学部 心理福祉学科 相川 章子 教授 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

「いじめを考える 授業 」授業研究会 

〇南中学校で実施 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター配布 

（各小 ・ 中学校、 公共施設等に 300 枚配布） 

よりよい学校生活と友達づくりのための心理検査「hyper-QU」調査の実

施（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

夢を育み未来を創る 子供すこやかシンポジウム（オンライン開催） 

○パネルディスカッション講師及びコーディネーター アディッシュ株式

会社 小川 景子 氏 

演題「先生方・保護者と考える！ネットいじめ・ネットトラブル対策 」 

上尾市いじめ重大事態対応マニュアル作成 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター配布 

（各小 ・ 中学校、 公共施設等に 300 枚配布） 

「いじめを考える授業」授業研究会 

〇富士見小学校で実施 

上尾市いじめ防止子供サミット開催 

よりよい学校生活と友達づくりのための心理検査「hyper-QU」調査の実

施（小学校 3 年生以上の全児童生徒が実施） 

CAP 研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

夢を育み未来を創る 子供すこやかシンポジウム 

（オンライン・オンデマンド開催） 

〇令和 5 年度上尾いじめ防止子供サミットを踏まえた各校の取組報告 

○パネルディスカッション 

パネラー 代表児童生徒（小・中・高） PTA 連合会 子ども会育成連合

会 代表教諭 

テーマ「いじめを防ぐために、私たちにできること」 
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③ 上尾市「いじめ根絶」小学生サミット  
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④ 上尾市「いじめ根絶」中学生宣言  
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３ 教職員の資質の向上 

（１） 指導方法に関する研修  

実 施 時 期 研修会名 研修内容 対象 

4 月 特別支援学級担任等研修会 指導方法の工夫・改善を図る 
小・中特別支援学級 
新担任等 

4 月 魅力ある学校づくり研修会 学校研究推進に係る研修 小・中教頭 

4･5 月 司書教諭等研修会 学校図書館運営の充実を図る 
小･中司書教諭 
小･中図書館教育主任 

4･7･1 月 
特別支援教育コーディネー
ター研修会 

特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒への支援の在り方 

特別支援教育コーディネ
ーター 

4~8 月 外国語指導力向上研修会 指導力・英語力の向上を図る 
小教員 
（各小学校で実施） 

5 月 
「よりよい学校生活と友達
づくりのための心理検査」
実施活用研修会 

「よりよい学校生活と友達づ
くりのための心理検査」の調
査結果を学級経営に活用する
ための研修 

小・中主幹教諭 
または教務主任 

5 月 
ＡＩ型教材等導入及び利活
用研修会 

ＡＩ型教材等の使用方法及び
効果的な活用方法についての
研修 

中教員 

7 月 
人権教育管理職 
研修会 

人権教育推進における管理職
としての役割等について  

小・中校長等 

7 月 ＣＡＰ研修 
いじめに対する実践的な指導
力向上を図る 

小・中初任者教諭 
小・中臨時的任用教諭 

4･7･2 月 
特別支援学級、通級指導教
室担当者研修会 

特別支援学級の特性を生かし
た指導の充実を図る 

小・中渡航別支援学級等
担当教員 

7 月 道徳教育研修会 
道徳科の指導方法と評価につ
いて 

小 ･ 中 道 徳 教 育 推 進 教
師、道徳主任等 

8 月 人権教育現地研修会 
様々な人権課題を学ぶフィー
ルドワーク研修 

採用１０年未満の教職員等  

8 月 外国語科実技研修会 指導力・英語力の向上を図る 小・中外国語科担当教員 

 
8･1 月 

 
幼・保・小連携合同研修会 

幼・保・小の円滑な接続に係
る研修 

公立保教職員、私立幼・
保教員、認定こども園教
職員、幼保小連携担当教
員、低学年担任等 

8 月 
生成ＡＩの利活用に関する
オンライン研修会 

生成ＡＩの効果的な活用方法
等に関する研修 

小・中教員 

7 月から 9 月 
情報モラル・セキュリティ

研修会（オンデマンド型研修）  

学校におけるデジタル・シテ

ィズンシップ教育の充実を図る  
小・中教員 

7 月から 9 月 
スクールタクト活用研修会

（オンデマンド型研修） 

「スクールタクト」を活用し

た指導の充実を図る 
小・中教員 

10 月 
コミュニティ・スクール研
修会 

学校運営協議会についての理
解を深める 

小・中管理職、教職員 
学校運営協議会委員等 

1 月 特別支援教育推進研修会 
特別支援教育についての理解
を深める 

小・中教員 

1･2･3 学期 
ICT 端末を活用した授業研
究会 

学校 ICT 端末を活用した指導の
充実を図る 

小・中教員 
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実 施 時 期 研修会名 研修内容 対象 

年間 4 回 教育課程研究協議会 
教 育 課 程 ・ 学 力 向 上 に 係 る 
研修 

小・中主幹教諭 
または教務主任 

年間 4 回 
中学校シティズンシップ教
育研修会 

総合的な学習の時間における
指 導 方 法 の 工 夫 ・ 改 善 を 図
る。 

中学校総合的な学習の時
間主任等 

年間 11 回 学校図書館支援員研修会 
学校図書館支援員の専門性の
向上を図る研修 

学校図書館支援員 

 

（２） 教育相談等に関する研修（教育センター所管の研修） 

実 施 時 期 研修会名 研修内容 対象・定員 

5･6 月 就学相談調査専門員研修会 
就学相談員としての心構え、
資質を向上させるための講義等  

上尾市就学相談調査専門員  

7･8 月 
生徒指導・教育相談 
中級研修会（総セ・市町共催）  

校内の生徒指導・教育相談の
推進者として必要な理論や技
法を習得するための演習 

教員（初級修了者） 

7 月 初任者研修（施設体験研修） 
市内の文化財・史跡・公共施
設・福祉施設等の見学及び体
験等 

初任者教員 

7~11 月 ５年経験者研修 

学級経営・教科指導について
の実践的指導力の向上を目指
すための講義及び社会貢献活
動等 

教員 
（教職経験５年前後） 

8 月 
臨時的任用教員・任期付教
員研修 

教員としての資質向上を図る

ため、「教員としての心得」

や教育課題についての講義 

臨時的任用教員 

任期付教員 

8 月 
児童生徒理解のための 

知能検査講習会 

知能検査の実施・解釈のため
の講義・演習 

教員等 

10 月 難聴に関する指導方法研修会 
難聴の児童生徒の理解と指導
のあり方 

難聴・言語障害通級指導
教室担当教員  

12 月 
言語障害に関する指導方法
研修会 

言語障害の児童生徒の理解と
指導のあり方 

難聴・言語障害通級指導
教室担当教員   

年間 9 回 
アッピースマイルサポータ
ー研修会 

アッピースマイルサポーター
の資質向上を図るための講義
及び演習 

アッピースマイルサポーター 

年間 9 回 特別支援学級補助員研修会 
特別支援学級補助員の資質向
上を図るための講義及び演習 

特別支援学級補助員  

年間 4 回 
さわやか相談室相談員 
研修会 

相談員の資質向上を図るため
の協議 

さわやか相談室相談員 

年間 2 回 
不登校対策コーディネータ
ー及びさわやか相談室相談
員合同研修会 

児童生徒や保護者に対する教
職員の対応力、児童生徒理解
に関する力を向上させる講義
及び演習 

不登校対策コーディネーター 
さわやか相談室相談員 
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（３） 保健・安全衛生に関する研修 

実 施 時 期 研修会名 研修内容 対象 

4 月 小学校給食調理員春季講習会 

・学校給食調理員の衛生管理
及び学校給食施設・設備の衛
生管理 
・職員の服務 

小学校給食業務従事職員、
栄養士 

5 月 プール水質管理講習会 
プールの水質維持のための薬
剤の使用方法 

プール水質管理担当教諭 

4 月から随時 心肺蘇生法研修 救急救命法の技術向上を図る 教員 

6･10･2 月 保健主事研究協議会 健康教育の課題を研究協議する 保健主事 

7･8 月 応急手当普及員講習会 救急救命法指導者の養成 教員 

7･8 月 
応急手当普及員更新 

講習会 

応急手当普及員資格取得後 3 年
を経過する教員向けの資格更
新講習 

教員 

8 月 学校給食関係職員夏季講習会 
学校給食調理員の衛生管理及
び施設・設備の衛生管理 

学校給食関係職員 

3 月 伝達講習会 養護教諭の専門性を高める 養護教諭 

各月 1 回 
養護教諭研究協議会 
（オンライン会議等） 

健康教育の課題を研究し、資
質向上を図る 

養護教諭 

（４） 各教科等授業研究会 

（５） 学校訪問 

上尾市教育委員会では、市内各小・中学校に対し、教育指導行政上の諸問題の解決及び各教

科等における指導方法の工夫・改善等を目指し、計画的に学校訪問を実施している。 

教職員の指導力向上に一層の充実を期するために、市内教員の中から教科等指導員を任命し

ている。 

また、学校訪問に合わせて、市内中学校の音楽、美術、技術・家庭科の教員を対象とした授

業研究会を実施している。 

 

 

 

 

 

実施時期 研修会名 研修内容 対象 

2 学期 
いじめを考える 
授業研究協議会 

いじめを許さない気運を醸成させ
るための、いじめ問題の防止をね
らいとした研究協議 

小・中生徒指導主任 

2･3 学期 
上尾市小・中学校外国語
教育授業研究会 

授業研究会を通して、英語の指導
力向上を図る 

小・中学校教員 
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４ 教育相談の充実 
 本市の教育相談は、昭和 63 年に開所した上尾市教育センターを中心に、着実に実践を積み上げ

ている。市民の教育相談に対するニーズは高く、相談業務には教育心理専門員・相談員、スクー

ルソーシャルワーカー等の 16 人が対応している。 

また、学校適応指導教室を平成 5 年度から開設、大谷小学校内に学校適応指導教室分室「おおや

サテライト」を令和 6 年 5 月に新設し、不登校児童生徒の社会的自立と学校生活への適応を図っ

ている。教育心理専門員 1 人・指導員 4 人が個別支援計画を作成し、児童生徒の登校支援を含め

た社会的自立に向けた支援を行っている。さらに、不登校対策コーディネーター及びさわやか相

談室相談員研修会等を定期的に開催し、各学校と連携して教育相談の充実を図っている。 

（１） 教育センターの組織                 （２） 教育センターの施設 

 

 

 

 

 

 

（３） 教育相談の内容 

○不登校についての相談（学校を休みがち、学校に行けない・行かない等） 

○学習・発達についての相談（学習が遅れている、ある教科がふるわない、発達状況に応じた対応について知りたい） 

○性格・行動・情緒についての相談（いじめられる、乱暴をする、落ちつきがない、ほとんどしゃべ

らない、友だちとよく遊べない、目ばたきが激しい・爪をかむ等気になるくせがある等） 

○言葉についての相談（ある音を正確に発音できない、幼児語・言葉のつかえ・聞こえ等言葉に関すること ） 

○進路についての相談（就学・進学等についての問題） 

○養育・しつけ・その他についての相談 

○ほっとルーム 

開設日時 ： 月～金曜日 10:00～17:00 

活動内容 ：ゆるやかな小集団活動の場として、相談員が関わりながら自主学習と軽いスポーツ等を行う。 

（４） 学校適応指導教室（かもめ・けやき教室） 

上尾市教育センターには、通学すべき学校に登校できない、あるいは登校したくない状態に

ある児童生徒の社会的自立を支援するための様々な指導・支援を行う学校適応指導教室「かも

め教室」（小学生対象）、「けやき教室」（中学生対象）を設置している。 

通級予定日時に、学校適応指導教室で生活することにより、生活のリズムを安定させ、集団

に適応していける生活態度を育てている。一人一人の社会的自立への思いと揺れ動く心を大切

にしながら、きめ細かい指導を積み重ねている。 

 

 

 

 

教育相談 

教育心理専門員２人 
相談員 6 人 
ＳＳＷ  8 人 

学校適応指導教室 

教育心理専門員１人 

指導員 4 人 

活動支援ボランティア 

所 長 

主 幹 

副主幹 

主 査 
かもめ教室 

けやき教室 

おおやサテライト 

生活指導 

個別学習 

体験学習 

面接相談・訪問相談・電話相談 

オンライン相談・電子メール相談 

就学相談 

集団カウンセリング 

グループ相談 

ほっとルーム 

 

かもめ・けやき教室  ※ 活動内容及び時間は、状況に応じて変更有り 
開設日時 ： 月・火・木・金曜日 9:30～14:00 

活動場所 ： 上尾市教育センター、おおやサテライト（大谷小学校内） 

活動内容・自主学習を中心とした学習活動 

・体験活動（野外体験活動、宿泊体験活動、福祉体験活動、調理実習、創作活動、スポーツ体験活動等） 

・児童生徒への個別カウンセリング 

・家庭への支援・援助（個別相談、三者面談、保護者会、行事への参加等） 

・学校との連携（在籍校の管理職及び担任面談、学校復帰のための受入れ体制づくり等）  

 

相談室 

プレイルーム 

和室 

事務室 

学校適応指導教室 

研修室 

資料室 

調理室 

４ 

１ 

１ 

１ 

2 

1 

１ 

１ 
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（５） 教育相談等の流れ 

教育相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校適応指導教室入級の流れ 

                          〔おおやサテライトの様子〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

学齢児童生徒保護者 

就学時の健康診断等 

教
育
セ
ン
タ
ー 

面
談
・
観
察
・
（
検
査
） 

就
学
支
援
委
員
会 

就
学
支
援
・
面
談
・
助
言 

教
育
委
員
会 

保護者 

学 校 

※ 検査実施については、要相談 

面 

接 

相 

談 

入
級
準
備
期
間 

（
学
校
） 

⇒
 

（
保
護
者
） 

入
級
申
込
み 

入 

級 

電話相談 面接相談申込 

終 結 

他機関の紹介 

心 理 検 査 等 

訪 問 相 談 
ケース会議 

面接相談・オンライン相談 

電子メール相談 

助 言 

※ 検査のみの対応は行っていません。 
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５ 学校保健活動の充実 

（１） 児童生徒の健康保持増進 

学校保健安全法に基づき、各種健康診断等を実施することにより、児童生徒の健康状態を把握

し、保護者と連携を深めながら早期治療の指示を迅速に行い、児童生徒が心身ともに健康的な学

校生活が送れるよう努めている。 

 

 

 

 

 

 

（２） 学校職員の健康保持増進 

各種健康診断を実施することにより、学校職員の健康状態を把握し、心身ともに健康な状態を

保持増進するよう努めている。 

 

 

 

 

 

（３） 学校環境衛生の管理 

学校環境衛生基準に基づき、学校内の各種環境検査を実施することにより、児童生徒が安全な

学校生活を送れるよう努めている。 

 

  

 

 

 

 

 

［健康診断の風景］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童、生徒の各種健康診断 

・児童、生徒の定期健康診断 ・児童、生徒の心臓検診 

・児童、生徒の尿検査 ・生徒の貧血検査 

・就学時健康診断 

 

学校職員の各種健康診断 

・定期健康診断（正規採用職員 40 歳以上の者は特定健康診査含む）  

・B 型・Ｃ型肝炎抗体検査 

・ストレスチェック 

・面接指導 

 

各種環境検査 

・飲料水検査        ・簡易専用水道管理検査  ・プール水質検査 

・給食室衛生検査    ・ダニアレルゲン検査   ・照度検査 

・空気検査     ・黒板検査        ・紛じん検査 
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６ 学校安全活動の充実 

（１） 安全教育の充実 

児童生徒が自他の生命を尊重し、生涯にわ
たって安全な生活を営むとともに、他者の安
全にも進んで協力することができる態度や能
力を身につけることを目指す。そのため、予
測される危険に対して的確に判断し、適切に
行動できる実践的な資質や能力を養う各種啓
発活動を行っている。 

 

（２） 交通安全指導の徹底 

交通事故を未然に防ぐために、発達段階に
即して、交通安全指導を関係機関と連携し進
めている。また、通学路の点検、安全マップ
の作成、登下校の安全確保に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 学校防犯体制の整備 

学校の安全・安心を確保するため、保護者
や地域住民と協力して学校防犯体制を整備し
ている。地域防犯マップの作成、登下校の見
守り活動、子ども110番の家との連携、防犯ブ
ザーの配布など、児童生徒を対象とした犯罪
を未然に防ぐことに努めている。 

 

（４） 学校安全パトロール事業の推進 

平成 19 年度から、市内 11 の全中学校区に学
校安全パトロールカーを配備し、平成 29 年 8
月に車両を更新した。登下校を中心に、学校
区内の小・中学校、保護者、地域が一体とな
って、児童生徒の安全を確保するパトロール
を実施している。 

学校安全パトロールカー運行実績 
 回数(回) 距離(km) 時 間 

令和 
3 年度 

765 
(6.3) 

13,981 
(18.0) 

767 
(1 時間) 

令和 
4 年度 

1,458 
(11.0) 

22,663 
(15.5) 

1,663 
(1 時間) 

令和 
５年度 

1,759 
(13.3) 

22,742 
(13.1) 

1935 
(1.1 時間) 

合 計 3,982 59,386 4,365 

   

 

（５） 防災教育の推進 

災害時に適切な行動が取
れるように、避難訓練を中
心とした防災指導を徹底し
ている。また、災害時に学
校が組織的に機能できる体
制を整備するよう、上尾市
学校安全マニュアル（防災
編）に基づき、大地震発生時の対応の訓練に
取り組んでいる。 

 

（６） 安全管理体制の強化 

小・中学校全 34 校（分校を含む）に自動体
外式除細動器（AED）を各 2 台設置し、安全管
理体制の強化を図っている。全教職員を対象
に AED の使用法も含めた救急救命研修を実施
し、教職員の資質向上に努めている。また、
校内指導者の養成にも取り組んでいる。さら
に学校安全計画を作成し、施設等の安全点検
を毎月実施するなど、安全な学校環境づくり
にも組織的に取り組んでいる。 

 

（７） 日本スポーツ振興センター災害共

済給付制度及び児童生徒賠償責任保険 
市では独立行政法人日本スポーツ振興セン

ターの災害共済給付制度に加入しており、市
立の小学校・中学校に在籍する児童・生徒が
学校管理下において負傷等を負った場合、災
害共済給付として医療費等を支給している。 

また、日本スポーツ振興センターの災害共
済給付制度を補完するものとして、全国市長
会学校災害賠償補償保険に加入している。こ
れは学校管理下において、市が所有する学校
施設の瑕疵、市の行う学校教育業務遂行上の
過失に起因して、小中学校の児童生徒が他の
児童生徒あるいは第三者の身体を害したり又
はその財物を破損したりした場合に保険金が
支払われる。 

〔登下校の見守り活動〕 

※表中（ ）内の回数は１台１月の平均、距離と時間は１回平均。 

〔避難訓練〕 
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７ 学校における食育の充実 

学校給食は、かつて食料不足の時代には、栄養補給を目的として提供されていた。自由に食品を選

択できる現在では、朝食欠食や偏食等による栄養価の偏りがみられ、肥満・痩身傾向など、児童生徒

の健康にかかわる様々な問題が生じている。よって、児童生徒が食に関する正しい知識と食習慣を身

に付け、食文化の継承や地域の特性を理解できるよう、地場産品を取り入れつつ積極的に食育に取り
組んでいくことが重要である。 

（１） 学校給食の運営組織  

小学校と中学校の学校給食の適正かつ効果的な運営と資質の向上を図ることを目的として「上尾市
学校給食運営委員会」を構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 小学校給食 

① 実施状況 （令和 6 年 5 月 1 日現在） 

学校名 調理方式 開始年月 給食数 
給食関係従事者 

栄養職員 調 理 員 

上尾小学校 自校方式 昭和 31.9 556 食 1 人（栄養教諭） 2 〔2〕  人 

中央小学校 自校方式 昭和 37.2 585 食 1 人（栄養職員） ２ 〔2〕 (1) 人 

大谷小学校 自校方式 昭和 37.2 600 食 1 人（栄養教諭） 2 〔3〕 (1) 人 

平方小学校 自校方式 昭和 38.5 244 食 1 人（栄養士） 2 〔1〕  人 

大石小学校 自校方式 昭和 35.1 872 食 1 人（栄養教諭） ２ 〔5〕 (1) 人 

原市小学校 自校方式 昭和 37.12 540 食 1 人（栄養教諭） ２ 〔2〕 (1) 人 

上平小学校 自校方式 昭和 38.1 454 食 1 人（栄養士） ２ 〔2〕  人 

富士見小学校 自校方式 昭和 39.6 574 食 1 人（栄養教諭） ２ 〔3〕  人 

尾山台小学校 自校方式 昭和 42.4 157 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕  人 

東小学校 自校方式 昭和 44.4 756 食 1 人（栄養職員） ３ 〔3〕  人 

大石南小学校 自校方式 昭和 47.4 244 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕  人 

平方東小学校 自校方式 昭和 49.4 358 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕  人 

原市南小学校 自校方式 昭和 49.4 471 食 1 人（栄養職員） ２ 〔2〕 (1) 人 

鴨川小学校 自校方式 昭和 49.4 459 食 1 人（栄養士） ２ 〔2〕  人 

芝川小学校 自校方式 昭和 50.6 580 食 1 人（栄養教諭） ２ 〔2〕 (1) 人 

瓦葺小学校 自校方式 昭和 50.4 432 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕 (1) 人 

今泉小学校 自校方式 昭和 51.4 600 食 1 人（栄養職員） 3 〔1〕 (1) 人 

西小学校 自校方式 昭和 51.4 509 食 1 人（栄養職員） ２ 〔2〕 (1) 人 

東町小学校 自校方式 昭和 52.4 756 食 1 人（栄養職員） ２ 〔4〕  人 

平方北小学校 自校方式 昭和 52.4 112 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕  人 

大石北小学校 自校方式 昭和 54.4 692 食 1 人（栄養教諭） ２ 〔4〕  人 

上平北小学校 自校方式 昭和 54.4 233 食 1 人（栄養士） ２ 〔1〕  人 

合                計 10,786 食 22 人 46 〔46〕 (9) 人 

※「調理員」は再任用職員を含む。「調理員」の〔 〕は学校給食調理業務員数、（ ）は給食調理補佐員数 

○実施回数 182 回 ○月額給食費 4,300 円(8 月分 1,000 円)○1 食単価 2７0 円

上尾市学校給食運営委員会

小学校

献立専門委員会 献立の作成、新献立・新製品の研究

物資専門委員会 物資納入業者の選定、物資の購入

中学校
献立専門委員会 献立の作成、新献立・新製品の研究

物資専門委員会 物資納入業者の選定、物資の購入

小・中学校 指導専門委員会 食に関する指導の研究
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② 給食の内容 

全校で統一献立を実施している。献立の作

成には学校の栄養教諭・栄養職員があたり、

献立専門委員会で審議検討する。 

 

主 食 

米飯…月に平均 11 回実施している。そのうち

自校炊飯が月 2 回～3 回、残りは委託炊

飯である。自校炊飯では、混ぜごは

ん・ピラフ・炊き込みごはん等を実施

している。委託炊飯では白飯が主とな

るが、ドライカレーやわかめご飯等が

人気である。 

パン…食パン・コッペパン・子供パン・バタ

ーロールパン・はちみつパンなどを提

供している。特にコッペパンを使用し

て各小学校で作る揚げパンは人気があ

る。 

めん…月に平均 2 回実施している。めんを副食

とし、パンと組み合わせて使用する時

の主な献立には、スパゲッティナポリ

タン・煮込みうどん・焼きそば等があ

る。めんを主食とする主な献立には、

みそラーメン等がある。 

 

牛 乳 

毎日の飲用のほかに、料理にも牛乳・乳製

品の使用を心掛けている。 

お か ず 

材料の購入は、一部共同購入とし、物資専

門委員会において品質、安全性、価格等を考

慮し選定する。 

献立には旬の食材を取り入れ、加工品の使

用を控えて、きめの細かい心のこもった調理

を行っている。手作りのコロッケ・メンチカ

ツ・グラタン・カレー・かきあげ等は、児童に

も大変好評である。 

 

 

児童 1 人 1 回当たりの学校給食摂取基準 

（令和 2 年度改定） 

区 分 
ｴﾈﾙｷﾞｰ

(kcal) 

たんぱく質

(g) 

ｶﾙｼｳﾑ

(㎎) 

鉄 

(㎎) 

ﾏｸﾞﾈｼｳ

ﾑ(㎎) 

栄養量 650 19～36 350 3.0 ５0 

 

区 分 
ﾋﾞﾀﾐﾝ A 

(μgRAE) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 

(㎎) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 

(㎎) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ C 

(㎎) 

栄養量 200 0.４ 0.４ 20 

 

区 分 
食 塩 

(g) 
食物繊維

(g) 
脂肪(％) 

栄養量 2.0 未満 4.5 以上 

学校給食による 

摂取ｴﾈﾙｷﾞｰ全体の 

20%～30% 

 

【給食の写真】 
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（３） 中学校給食 

生徒の栄養改善や健康の増進を図るとともに望ましい食習慣を育成するため、以下の点に留意

しながら栄養バランスのとれた豊かな給食の提供に努めている。 

① 栄養のバランスへの配慮 

学校給食摂取基準及び食品構成表に基づき、栄養バランスのとれた魅力的な献立を作成する。 

 

② 豊かで多様な献立の推進 

地域における食生活の特性や教育的意義も高い地場産物を積極的に導入するとともに、伝統的

な食文化の継承と醸成につながる四季折々の行事食、郷土料理などを取り入れ、豊かで多様な献

立を作成する。 

 

③ 生きた教材としての献立の工夫 

学校給食は、教育の一環としての役割を果たし、生徒が望ましい食習慣や人間関係を身に付け

るための生きた教材として活用する必要がある。そのため、献立の内容を学校における食育指導

計画や指導内容と関連させ、教科指導をはじめ特別活動、学校行事などと一体となった取り組み

ができるよう配慮する。 

 

④ 米飯給食の推進 

学校給食への米飯の導入は、食事内容の多様化を図り、栄養に配慮した米飯の正しい食習慣を

身に付ける見地から教育上有意義と考えられている。そのため、米飯を中心とした日本型食生活

や食文化を伝承するよい機会と捉え、米飯給食を積極的に取り入れる。 

 

⑤ 牛乳の積極的飲用の推進 

「パンまたは米飯、ミルク、おかず」の 3 点がそろった給食が完全給食であり、牛乳の飲用は

完全給食の大切な要件である。したがって、良質なたんぱく質と不足しがちなカルシウムやビタ

ミン B2 などを含む牛乳は、成長期にある中学生にとって重要な食品であることから、積極的な飲

用の推進に努める。 

 

実施状況（令和 6 年 7 月 1 日現在） 

中学校給食は、共同調理場（セントラルキッチン）及び自校調理場（サテライトキッチン）方式

（上尾方式）により、平成 5 年 1 月 18 日から開始された。この方式は、センター方式と自校方式

の機能を効果的に組み合わせた全国的にも珍しいもので、共同調理場施設のほかに各中学校にも

小規模自校調理場施設が設置されている。 

ア 対象校と給食数 

中学校 11 校、約 6,000 食（教職員等を含む） 

イ 実施回数と給食費 

年間実施予定回数 182 回、月額 5,200 円 

年額 58,440 円 1 食平均単価 310 円 
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ウ 調理施設概要 

a 共同調理場（セントラルキッチン） 

・名 称 上尾市立中学校給食共同調理場 
・所 在 地 上尾市大字上尾村 476 番地１ 
・電話番号 048-777-1552 
・竣工年月 平成 4 年 12 月 
・敷地面積 4,512 ㎡ 
・延床面積 2,306 ㎡ 

（1 階 1,853 ㎡、2 階 433 ㎡、塔屋 20 ㎡） 
・主な施設 検収室、食品庫、下処理コーナー、調理コーナー、炊飯室、食品加工室、揚

物・焼物室、洗浄室、プラットホーム、機械室、残滓回収室、準備室、休憩室、運
転手控室、洗濯乾燥室、調理研修室、見学者通路、事務室等 

・床 ドライシステム 

 

b 各中学校自校調理場（サテライトキッチン） 

・名 称 上尾市立中学校給食自校調理場 
・所 在 地 各中学校に同じ 
・電話番号 各中学校に同じ 
・敷地面積 各中学校用地の一部（既設受入施設を増改築 9 校、新設 2 校） 
・延床面積 11 校平均 160 ㎡（配膳室、休憩室含む） 
・床 ドライシステム 

 

エ 調理業務の形態 

民間業者による委託方式を採用。委託内容は、共同調理場及び自校調理場における調理、

配缶、配送（配送車を含む）、配膳、洗浄、保管、施設設備日常清掃等の業務、ボイラー・

圧力容器管理業務とその他の関連業務である。 

 

オ 実施内容 

献立内容により異なるが、共同調理場では炊飯、主菜となる揚げ物、焼き物、煮物等の調

理を行っている。 

また、各中学校の自校調理場では副菜となる汁物類、サラダ類、和え物、果物類、デザー

ト類等を調理し、配送される調理品と合わせて、各クラス用配膳車（配膳台兼用）に仕分け

をし、各校舎各階に設置されている配膳室まで運搬している。 

a 食器と盆 

強化磁器食器 4 点(大皿 1､小皿 1､飯碗 1､汁碗 1)を使用し、献立によって３点まで使い分け

をし、盆は強化プラスチック（FRP）製を使用している。 

b 配送と回収 

食器類、食缶類、コンテナ等は、共同調理場で回収後一括洗浄と保管を行い、自校調理場で

使用する食缶、フライケース等はそれぞれの自校調理場で洗浄と保管を行っている。 

 

 

給食の内容 

献立は、全校同一で東西で実施日が異なる二部制で実施している。共同調理場の栄養士が献立

案を作成し、委託業者との打合わせを経て献立専門委員会にてさらに審議決定し、実施している。

また、学校給食は健康の増進、体位の向上、正しい食習慣を身に付け、好ましい人間関係づくり

等を図ることにあるため「家庭の食事」の規範の一助になるよう研さんして取り組んでいる。 
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主 食 

米飯…月に平均 9.5 回実施している。そのうち共同調理場の炊飯が東西で月 8～9 回ずつ、残り

は委託炊飯である。月 1 回程度、炊き込みごはんやピラフなどの「変わりご飯」を実施

している。 

パン…月に平均 6.5 回実施している。厚切り食パン・子供パンスライス以外にも各種の加工パン

を用いて給食に変化をつけている。 

めん…月に平均 1 回実施している。しょうゆラーメン、肉うどんなど。 

 

牛乳・乳製品 

カルシウムの確保のため、毎日の飲用のほかに、グラタン、シチュー、ミルクゼリーなどに使
用している。 

 

お か ず 

肉や魚を主とした主菜一品のほか、副菜を 2～3 品付けることを基本としている。また、物資選

定にあたっては、物資専門委員会を通じて、安全性を含めてよい食品を適正な価格で入手するこ

とを目標としている。さらに、加工品や半加工品を極力使わず、素材を生かし、大規模な集団給

食に対しても手づくりが取り入れられるよう委託業者の調理担当者とも綿密な連絡を取りながら

工夫する努力を続けている。 
 

学校給食摂取基準 

学校給食における栄養所要量の基準は、厚生労働省が定める日本人の食事摂取基準を参考とし、

児童生徒の健康の保持増進を図るのに望ましい栄養量を文部科学省が算出したものである。 
 

生徒１人１回当たりの学校給食摂取基準 

（令和 2 年度改定） 

区 分 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 
(kcal) 

たんぱく質 
(g) 

ｶﾙｼｳﾑ 
(㎎) 

鉄 

(㎎) 

ﾏｸﾞﾈｼｳ

ﾑ 
(㎎) 

栄養量 830 27～42 450 4.5 120 

 
 
 

区 分 
ﾋﾞﾀﾐﾝ A 

(μgRAE) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 

(㎎) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 

(㎎) 
ﾋﾞﾀﾐﾝ C 

(㎎) 

栄養量 300 0.5 0.6 35 

 
 
 

区 分 
食塩 
(g) 

食物繊維 
(g) 

脂肪(％) 

栄養量 2.5 未満 7 以上 
学校給食による摂取ｴﾈ

ﾙｷﾞｰ全体の 20%～30% 

 

 

 

 

 

 

 

共同調理場 セントラルキッチン 

給食の写真 
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（４）上尾市学校給食食物アレルギー対応方針 

 学校における食の安全を図るため、平成 31 年 3 月に上尾市学校給食

食物アレルギー対応方針を策定し、平成 31 年度から運用している。各学

校では食物アレルギーを有する児童生徒を把握し、保護者が提出した学

校生活管理指導表を基に保護者面談を行い、給食のみならず食材・食物

を扱う様々な活動等について、組織的に取り組んでいる。 

給食については、安全性確保のため、「原因食物の完全除去対応（提

供するか、しないか）」を原則とする。 
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８ 教育費支援の充実 

（１） 入学準備金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学

校、専修学校（高等課程及び専門課程）に進学の意欲を有する者で経済的な理由により修学が困

難なものの保護者に対して、入学に要する入学金その他の費用について、無利子で貸付けを行っ

ている。 

※返還は 6 ヵ月据置き、20 万円・50 万円は四半期ごとの 17 回割賦、30 万円は四半期ごとの 13
回割賦、無利子。（令和５年度実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 奨学金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学校、

専修学校（高等課程及び専門課程）に在学する者で、学資の支出が困難な生徒や学生に対して、

奨学金を無利子で貸し付けている。 

 
※返還は卒業後 6 カ月据置き、四半期ごとの 20 回割賦、無利子。（令和 5 年度実績） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

区  分 種別 貸付額 貸付人員 貸付金額 

高等学校、中等教育学校の後

期課程、高等専門学校、専修

学校（高等課程） 

公立 200,000 円 1 人 200,000 円 

私立 300,000 円 2 人   600,000 円 

短 期 大 学 、 大 学 、 専 修 学 校

（専門課程） 

公立 300,000 円 0 人 0 円 

私立 500,000 円 9 人 4,500,000 円 

区  分 貸付額と貸付期間 貸付人員 貸付金額 

高等学校、中等教育学校の後

期課程、高等専門学校、専修

学校（高等課程） 

月額 10,000 円 

（正規の修業期間内） 
0 人         0 円 

短 期 大 学 、 大 学 、 専 修 学 校

（専門課程） 

月額 20,000 円 

（正規の修業期間内） 
1 人 240,000 円 
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（３）就学援助費 

趣旨 

経済的理由により、就学が困難と認められる学齢児童生徒又は、就学予定の児童生徒の保護者

の負担軽減を図るため、就学に必要な経費の一部を支給します。 

対象者 

次の 2 つの条件を満たす人（あらかじめ申請が必要です） 

・上尾市に住んでいて、公立の小学校又は中学校に就学又は、就学予定の児童生徒の保護者 

・上尾市教育委員会が、生活保護法に規定する要保護者に準ずる程度に生活が困窮していると認

めた人 

支給対象費目 

学用品費、通学用品費、新入学児童生徒学用品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費

（※）、オンライン学習通信費 

※ 学校給食費は全額が支給対象です。 

 

 

（４） 特別支援教育就学奨励費 

趣旨 

特別支援学級等に在籍する学齢児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力

に応じ就学に必要な経費の一部を支給します。 

対象者 

・市内小・中学校の特別支援学級、または、通級指導教室に通級する児童生徒の保護者 

・市内小・中学校の通常学級に在籍し、一定の障害に該当する児童生徒の保護者 

支給対象費目 

学用品・通学用品購入費、校外活動等参加費、新入学児童生徒学用品・通学用品購入費、修学

旅行費、学校給食費、通学費、交流学習交通費、職場実習交通費、オンライン学習通信費 

※ 所得によっては支給されない費目があります。 

※ 通級指導教室に通う児童生徒の保護者には、 その通学費のみ支給します。 
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９ 学校施設の整備 

（１） 学校施設状況 （令和 6 年 5 月 1 日現在） ※東小学校の普通教室保有数のみ、向原分教室の教室数を含む。 

施設事項 
普通 

教室 

保有数 

特別 

教室 

保有数 

    校舎等保有面積 

  給食室 プール   校   舎 

      格技場 木造 鉄筋コンクリート 鉄骨 計 

学校名 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

上尾小学校 22 12 244 375     4,564 118 4,682 

中央小学校 21 20 248 375   25 6,552 66 6,643 

大谷小学校 22 9 316 400   20 4,614 277 4,911 

平方小学校 12 26 394 375   31 5573 77 5681 

大石小学校 30 15 291 375   40 5,958 142 6,140 

原市小学校 21 16 306 375   23 6,829 100 6,952 

上平小学校 18 14 314 375   17 5,533 152 5,702 

富士見小学校 21 14 502 400     7,575 886 8,461 

尾山台小学校 8 10 178 375   19 3,918 13 3,950 

東小学校 27 11 299 375     4,906 111 5,017 

大石南小学校 12 18 295 375     5,755 83 5,838 

平方東小学校 14 13 167 375     5,858 79 5,937 

原市南小学校 18 11 264 375     4,340 92 4,432 

鴨川小学校 17 11 252 375     4,181 87 4,268 

芝川小学校 20 19 265 375     6,612 90 6,702 

瓦葺小学校 18 10 292 375     4,762 96 4,858 

今泉小学校 22 11 295 375     5,089 88 5,177 

西小学校 19 18 306 375   7 5,824 86 5,917 

東町小学校 25 9 325 375     4,878 472 5,350 

平方北小学校 8 24 286 375     6,057 67 6,124 

大石北小学校 24 13 321 395     5,542 494 6,036 

上平北小学校 11 12 325 395     3,635 94 3,729 

小 学 校   計 410  316  6,485  8,340  0  182  118,555  3,770  122,507  

上尾中学校 21 19 176 400 965 66 8,459 81 8,606 

太平中学校 11 15 167 400 432 19 6,408 101 6,528 

大石中学校 26 14 143 400 468   5,576 1,082 6,658 

原市中学校 19 15 143 325 422   5,533 597 6,130 

上平中学校 15 16 143 350 436   6,642 250 6,892 

西中学校 18 14 175 400 459   4,853 353 5,206 

東中学校 20 19 158 350 629   6,559 360 6,919 

東中学校向原分校 6 10   415     2,148 79 2,227 

大石南中学校 8 21 146 400 459   7,749 89 7,838 

瓦葺中学校 13 14 84 400 459   3,877 470 4,347 

南中学校 14 12 200 400 552   5,013 89 5,102 

大谷中学校 12 13 166 325 478   4,837   4,837 

中 学 校   計 183 182  1,701  4,565  5,759  85  67,654  3,551  71,290  

総   合   計 593 498  8,186  12,905  5,759  267  186,209  7,321  193,797 
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校舎等保有面積 用地保有面積 

設置年度 

  施設事項 

屋体・講堂 用 地    

鉄筋コンクリート 鉄骨 計 建 物 敷 地 屋 外 運 動 場 その他 計    

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡  学校名 

788   788 11,861 7160   19,021 明 6  上尾小学校 

524   524 6,149 11,455   17,604 昭 29  中央小学校 

701   701 11,033 7,160   18,193 明 22  大谷小学校 

563   563 4,797 18,208   23,005 明 5  平方小学校 

687 17 704 12,062 12,656   24,718 明 19  大石小学校 

778   778 3,779 11,329   15,108 明 6  原市小学校 

687   687 6,886 9,795   16,681 明 6  上平小学校 

1,369   1,369 10,584 15,418   26,002 昭 38  富士見小学校 

672   672 5,410 15,615   21,025 昭 42  尾山台小学校 

687   687 7,669 15,338   23,007 昭 44  東小学校 

718   718 13,204 12,890   26,094 昭 47  大石南小学校 

741   741 10,233 7,369   17,602 昭 49  平方東小学校 

792   792 12,173 12,925   25,098 昭 49  原市南小学校 

674   674 10,018 8,436   18,454 昭 49  鴨川小学校 

729   729 11,460 8,995   20,455 昭 50  芝川小学校 

859   859 11,903 10,040   21,943 昭 50  瓦葺小学校 

687   687 9,905 11,531   21,436 昭 51  今泉小学校 

712   712 8,949 9,162   18,111 昭 51  西小学校 

677   677 10,437 10,699   21,136 昭 52  東町小学校 

665   665 11,717 8,701 376 20,794 昭 52  平方北小学校 

680   680 10,559 10,992   21,551 昭 54  大石北小学校 

545   545 8,413 14,192   22,605 昭 54  上平北小学校 

15,935  17  15,952  209,201  250,066  376  459,643     小 学 校   

1,038   1,038 12,965 14,451   27,416  昭 22  上尾中学校 

762   762 12,574 14,234   26,808  昭 22  太平中学校 

770   770 12,081 12,993   25,074  昭 22  大石中学校 

770   770 11,470 15,077   26,547  昭 22  原市中学校 

762   762 9,632 21,701   31,333  昭 22  上平中学校 

770   770 7,578 15,155   22,733  昭 46  西中学校 

812   812 11,257 19,760   31,017  昭 51  東中学校 

800   800 7,998 8,150   16,148  平 14  東中 学 校向 原 分校 

788   788 14,750 13,124 900 28,774  昭 52  大石南中学校 

789   789 12,614 10,847   23,461  昭 52  瓦葺中学校 

840   840 10,721 16,928   27,649  昭 54  南中学校 

1,060   1,060 9,880 13,120   23,000  昭 60  大谷中学校 

9,961  0  9,961  133,520  175,540  900  309,960     中 学 校   計 

25,896  17  25,913  342,721  425,606  1,276  769,603     総   合   計 
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（２） 小中学校の棟ごとの耐震性能の状況 （令和 6 年 5 月現在） 

□小学校 

 

1 ＲＣ 3

2 ＲＣ 3

3 ＲＣ 1 2次 1.07

4 ＲＣ 1

5 ＲＣ 1

6 ＲＣ 4

7 ＲＣ 3

8 ＲＣ 3

9 ＲＣ 1

10 ＲＣ 1 1次 0.93

11 ＲＣ 3

12 ＲＣ 3

13 S 1

14 ＲＣ 2 1次 0.81

15 ＲＣ 3

16 ＲＣ 3

17 ＲＣ 2 1次 0.82

18 ＲＣ 3

19 ＲＣ 3

20 ＲＣ 1

21 ＲＣ 2 2次 0.86

22 ＲＣ 3

23 ＲＣ 3

24 ＲＣ 1 2次 1.08

25 ＲＣ 3

26 ＲＣ 3 2次 0.75

27 ＲＣ 3

28 ＲＣ 1 1次 1.63

29 ＲＣ 1

30 ＲＣ 2

31 ＲＣ 4

32 Ｓ 2

33 ＳＲＣ 4

34 ＲＣ 3

35 ＲＣ 3

36 ＲＣ 1 1次 0.90

37 ＲＣ 3

38 ＲＣ 3

39 ＲＣ 2

40 ＲＣ 4

41 ＲＣ 3

42 ＲＣ 3

43 ＲＣ 3

44 ＲＣ 2

45 ＲＣ 4

46 ＲＣ 4

47 ＲＣ 3

48 ＲＣ 4

49 ＲＣ 4

50 ＲＣ 2

51 ＲＣ 2

52 ＲＣ 4

53 ＲＣ 4

54 ＲＣ 3

55 ＲＣ 4

56 ＲＣ 2

57 ＲＣ 4

58 ＲＣ 2

59 ＲＣ 4

60 ＲＣ 3

61 ＲＣ 2 2次 0.88

62 ＲＣ 4

63 ＲＣ 4

64 ＲＣ 1

65 ＲＣ 4

66 ＲＣ 4

67 S 1

68 ＲＣ 1 1次 1.43

69 ＲＣ 2 1次 0.80

70 ＲＣ 3

71 ＲＣ 4

72 ＲＣ 1 1次 1.02

73 ＲＣ 4

74 ＲＣ 2 2次 1.22

75 ＲＣ 4

76 S 1

77 ＲＣ 1 1次 1.40

78 ＲＣ 2 1次 0.84

79 ＲＣ 4

80 ＲＣ 1 2次 1.22

81 ＲＣ 1 1次 0.92

昭和５３

管理･普通･特別教室棟

普通教室棟 東校舎

給食室棟 給食室

給食室棟 給食室 昭和５３ 321 ○

1,493

377 新耐震建築物 ○

平成２４

2,797

平成１０ 373 新耐震建築物 ○

○

改修済

1,141

2,202

○

○

新耐震建築物

昭和４８ 252

新耐震建築物

○

昭和４１

213 ○新耐震建築物

改修済

普通･特別教室棟

3,182 平成２２

給食室 平成１１ 291 ○

普通教室棟 東校舎 平成１４

平成１８

給食室棟 給食室 昭和５９ 248

昭和５３・５５

昭和４７ 1,057

○

普通･特別教室棟

管理･普通･屋内運動場棟

普通教室棟

特別･屋内運動場棟

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

屋内運動場棟

普通教室棟

普通･特別教室棟

普通･特別教室棟

2

○

○

南校舎

6 原市小学校

○

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

特別教室棟

○

普通･特別教室

○

537

325 ○

普通教室棟

管理･屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

普通･特別教室棟

改修済

○

改修済

改修済

平成２１

改修済

普通教室棟

東町小学校

管理･普通･特別教室棟

平方北小学校

屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

管理･普通･特別教室棟

22 上平北小学校

特別教室棟

管理･普通教室棟

普通･特別教室棟

給食室棟

19

21 大石北小学校

20

昭和５３

屋内運動場棟

校舎棟

普通教室棟

昭和５３

北校舎

昭和５１

昭和５３

3,567

西校舎

特別教室棟

管理棟

屋内運動場棟 昭和５３ 680

昭和５３ 676

平成１

○昭和５１・５５

677

○

○

昭和５１

昭和５１ 改修済 ○

○

○

○

平成２２

○

平成２３

平成２２○

○

○ 平成２３

○ 平成２４

平成２０

○

3,373

3,546

665

改修済

改修済

平成２１

南校舎

○

給食室

昭和５１

東校舎 2,527

南校舎 平成１２

屋内運動場棟

屋内運動場棟

905昭和５０

昭和５１ 325

西校舎

昭和５１

2,257

昭和５０

2,532

3,405

管理棟

南校舎

昭和５０

昭和５０

17 今泉小学校

687

管理棟

教室棟 3,275

屋内運動場棟

管理･特別教室棟

18 西小学校

昭和５０

平成２３昭和５０

平成２０

○

昭和５０ 2,268

改修済

1,805

改修済

4,108 改修済

平成１７

改修済

昭和５０

昭和５０

○

平成２１○

平成１８○1,415

改修済

15 芝川小学校

2,050

1,483

普通教室棟

特別･屋内運動場棟

普通教室棟

普通教室棟

管理･特別教室棟

昭和５０

16 瓦葺小学校
管理･屋内運動場棟

普通･特別教室棟

平成１７

○新耐震建築物

平成１６○

○

平成１６○

改修済

昭和５０

昭和５０ 1,128 改修済

改修済

14 鴨川小学校

南校舎

改修済昭和４９

580昭和５９

平成１８○

3,695 改修済昭和４９

昭和５０ 1,463

1,287

昭和４９ 3,240 改修済 平成１８○

平成１４○

平成１４○
13 原市南小学校

昭和４９

校舎棟

1,701

普通･特別教室棟

管理･屋内運動場棟 改修済

昭和４９ 2,064 改修済 平成１１○

平成１０○

昭和５０ 1,013 改修済 平成１１○

平成１０○改修済

○

12 平方東小学校

昭和４９ 2,207 改修済管理･普通教室棟

昭和４９ 1,482

普通教室棟

普通･特別教室棟

管理･特別･屋内運動場棟 ○

○

平成２３

平成２１

○

平成２３○

改修済

11 大石南小学校

昭和４８ 3,532

昭和４８

2,115

南校舎

昭和４９

○

改修済昭和４８

○

○672

○

○

平成２３改修済

○

平成１３

平成２３ 752

平成２４

平成１９

屋内運動場棟

普通教室棟

管理･普通･特別教室棟 3,659南校舎 昭和４４・４６

昭和５０ 687

北校舎

管理･普通･特別教室棟 昭和４１ 2,822 改修済 平成１５○北校舎

1,204

平成２２

7 上平小学校

屋内運動場棟

普通･特別教室棟

管理･普通･特別教室棟

北校舎

南校舎

給食室棟

2,585

管理棟

北校舎

昭和５０

昭和４０・４３・４７ 3,266

給食室 昭和５１ 306

給食室

平成２０

昭和４７ 2,404

2,735

昭和５４ 2,156

687

平成２０昭和４６

3,154

改修済

改修済昭和５１

平成２０

○

○

改修済

改修済 平成２０

昭和５１

改修済

昭和４６ 2,804

687

昭和４４・４６

○ 平成２０

5 大石小学校
管理･普通教室棟

管理･特別･普通教室棟

昭和５０

北校舎

南校舎

給食室棟

昭和４４・４６ 3,149 改修済

563

昭和５２ 改修済4 平方小学校 北校舎

南校舎

屋内運動場棟

昭和５１

昭和４７ 1,748 平成２４○

701

改修済

3 大谷小学校
南校舎

中校舎

昭和４９

中央小学校 南校舎(東)

北校舎普通教室･特別教室棟

南校舎(西)

屋内運動場棟

管理･普通教室棟

管理･普通教室棟

524

新耐震建築物

746

改修済昭和４６・４８ 2,186

4,396

昭和４５

改修済

平成２５

（㎡）

昭和４３ 1,632

管理棟

普通･特別教室棟

昭和５２

構造
面積

給食室棟

1 上尾小学校

屋内運動場棟

管理棟

普通･特別教室棟

788

南校舎

北校舎

給食室

改修
年度

建築年度番号 学校名 階数校舎名称棟名称 診断
耐震
性能

改修済

優先度
調査

改修済

Ｉｓ値

改修済

北校舎

南校舎(西)

南校舎(東)

Ｃ棟

平成２３

平成２５

○

○

○

○

平成２５○

○

○

○

○

平成１９○

○

平成２０

○

平成２０

南校舎

10

Ｂ棟

校舎棟

Ｄ棟

北校舎(西)

Ａ棟

北校舎

東小学校

○

北校舎(東)

8 富士見小学校

管理・普通・特別教室 南校舎

9 尾山台小学校

1,443 新耐震建築物

1,364

新耐震建築物

新耐震建築物

改修済 平成２４

○

普通・特別教室棟 北校舎

改修済

新耐震建築物

昭和４９

図書・メディア棟

体育館・プール棟 平成２３

昭和４４

1,381

改修済

平成２３ 3,251

平成２３ 4,960

改修済

昭和５４ 425

改修済

新耐震建築物

改修済

平成２１○

改修済

改修済

○

○

改修済

平成１９

○

給食室棟
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□中学校 

 

 

□耐震化率一覧表 

 

 

1 ＲＣ 3

2 ＲＣ 3

3 ＲＣ 2

4 Ｓ 1

5 ＲＣ 2

6 ＲＣ 3

7 ＲＣ 4

8 ＲＣ 4

9 ＲＣ 1

10 ＲＣ 1 2次 1.09

11 S 1

12 ＲＣ 4

13 ＲＣ 4

14 ＲＣ 2

15 Ｓ 2

16 ＲＣ 1

17 Ｓ 2

18 Ｓ 2

19 ＲＣ 4

20 S 1

21 ＲＣ 3

22 ＲＣ 3

23 Ｓ 1

24 ＲＣ 3

25 ＲＣ 1 2次 0.77

26 Ｓ 2

27 S 1

28 ＲＣ 2

29 ＲＣ 3

30 ＲＣ 5

31 ＲＣ 4

32 ＲＣ 2

33 Ｓ 2

34 S 1

ＲＣ 4

S 3

36 ＲＣ 3 3次 0.74

37 ＲＣ 3 2次 0.76

38 Ｓ 1

39 ＲＣ 1

40 S 1

41 ＲＣ 4

42 ＲＣ 4

43 Ｓ 1

44 ＲＣ 4

45 ＲＣ 2 2次 1.04

46 S 2

47 ＲＣ 4

48 ＲＣ 4

49 ＲＣ 4

50 ＲＣ 4

51 ＲＣ 1

52 S 1

53 ＲＣ 4

54 Ｓ 1

55 ＲＣ 1

56 S 1

57 ＲＣ 4

58 ＲＣ 4

59 ＲＣ 4

60 ＲＣ 2

61 S 2

62 ＲＣ 3

63 ＲＣ 4

64 ＲＣ 4

65 ＲＣ 2

66 S 1

35 管理･普通･特別教室棟
渡り廊下部分 昭和５１ 52

瓦葺中学校

南校舎(西)

南校舎(東)

南校舎

北校舎

9

太平中学校2

3

給食室棟 給食室 平成４ 250

7

渡り廊下 昭和５０・平成４ 231 ○

8

新耐震建築物 ○

渡り廊下棟

南中学校10

大谷中学校11

上平中学校5

西中学校6

東中学校

大石中学校

原市中学校4

○屋内運動場棟 平成２７

西校舎

南校舎

北校舎(東) 昭和５６ 1,338

金工･木工室

南校舎

北校舎(西)

格技場

南校舎(西)

南校舎(東)

北校舎(東)

北校舎

中央校舎(西)

格技場

中央校舎(東)

金工･木工室

Ｂ棟

Ａ棟(西)

南校舎

格技場

西校舎

北校舎

屋内運動場棟

管理･普通教室棟

管理･特別･普通教室棟

屋内運動場棟

屋内運動場棟

普通教室棟

教官室兼倉庫

格技場棟

金工･木工室

昭和５０・５５

昭和４８・５０

昭和５０

普通教室棟

管理･特別･普通教室棟

格技場棟

格技場棟

特別教室棟

プール付属屋、管理室

屋内運動場棟

普通教室棟

管理･普通･特別教室棟

格技場棟

普通･特別教室棟

普通教室棟

管理･普通･特別教室棟

普通教室棟

特別教室棟

普通教室棟

屋内運動場棟

普通教室棟

特別教室棟

普通･特別教室棟

管理･普通･特別教室棟

特別教室棟

昭和５９

改修済

改修済

改修済

改修済

Ｉｓ値階数 診断
（㎡）

○

改修済

改修済

昭和５５ 1,122

改修済

普通教室棟

屋内運動場棟

特別教室棟

昭和５２ 3,586

普通教室棟

管理･普通･特別教室棟

屋内運動場棟

改修済

昭和５５

昭和５０

昭和５９ ○

新耐震建築物

新耐震建築物1,364

平成２１

平成２５

平成２４

1,717 ○

○

○

○

平成２２

平成２３

平成２２○

○

平成２５

○

平成２４

平成２５○

○

昭和５９

1,752

屋内運動場棟

特別教室棟

2,872

昭和５６

840

昭和５１ 255

487

昭和５３

○昭和５１

昭和５３・５６

○

改修済

改修済

改修済

改修済

新耐震建築物 ○

校舎棟(西)

管理･普通教室棟

平成２４○

平成２４○

昭和５３

789

木工･美術室

校舎棟

屋内運動場棟

普通教室棟

普通･特別教室棟 校舎棟(東)

校舎棟(中)

特別教室棟

昭和５１ 3,961 改修済 ○

新耐震建築物

格技場棟 平成２ 459 新耐震建築物

○

○

昭和５１ 788

昭和５６ 1,473

1,145

1,199

平成２４○

4,039

1,689 平成２４○

812

629 新耐震建築物

特別教室棟

南校舎

大石南中学校

255

平成３

特別教室棟

普通教室棟

格技場

平成２５改修済

平成２４

○

平成２２

○

改修済

平成１５

○

昭和４６

平成２０

昭和４３ 平成２５

○

○762

昭和３９ 687

昭和４６ 770

○

改修済

平成２０

昭和４７ 1,340 改修済 平成２０○

改修済

昭和６３ 422 新耐震建築物

○

1,458 改修済昭和４８

昭和５３ 2,913

平成１９○

平成１９○改修済

新耐震建築物

改修済 平成１１

Ａ棟(東)特別･普通教室棟 昭和４１ 1,267

770 平成２５

新耐震建築物

1,208

昭和４８ ○

昭和４６

平成２５○昭和４５ 762

3,112 ○昭和４３

平成１０ 948

改修済

○昭和５６

○

1,115

新耐震建築物

平成１９

昭和５６ 1,426 ○

昭和４９・５２ 2,646

新耐震建築物

○

昭和４４ 2,132

平成２６ 1,141

新耐震建築物

○新耐震建築物

新耐震建築物1,038

改修
年度

○昭和４１

5,276

1,845

平成２７

耐震
性能

面積
建築年度 構造

1 上尾中学校

北校舎(西)

南校舎

校舎名称棟名称

プール・格技場棟 プール・格技場棟

番号 学校名

○

優先度
調査

改修済

新耐震建築物

平成１３

改修済

平成１９○

改修済

改修済

改修済

平成２１改修済

格技場棟 格技場 昭和６３ 432 新耐震建築物 ○

○

1,961

改修済 _○_

改修済

平成２ 436 新耐震建築物

昭和５８ 171

北校舎

昭和５１

北校舎

特別教室棟

2,884

改修済243

3,667

格技場 平成４ 459 新耐震建築物 ○

昭和４７ 762 ○

昭和５０

○

格技場棟 格技場

平成２４1,298

管理･普通教室棟

改修済

普通教室棟

特別教室棟

○

格技場棟 格技場 平成２ 552 新耐震建築物 ○

2,991 新耐震建築物

体育舎、倉庫、部室

部室棟 部室 平成３ 141 新耐震建築物

昭和４８ 246

昭和４９ 81

格技場棟 格技場 平成３ 478 新耐震建築物

昭和６３ 35 新耐震建築物

新耐震建築物

改修済

○

○平成５ 468

○

平成１９

平成１９

○

○

○

○

○

○

平成２０○

格技場棟 格技場 平成２

昭和５９ 94

屋内運動場棟

昭和５２

東校舎

昭和４６

昭和５１

平成１２

管理棟（サブグラウンド）

新耐震建築物

渡り廊下棟 渡り廊下

新耐震建築物

昭和６０ 247 ○

○ 平成２９改修済

459

○

○

改修済

2 100%

耐震化率 棟数
耐震性能
適合棟数

耐震化率

幼稚園 2100.0%小学校

中学校

計 147

66

81

147

100.0%

100.0%

耐震性能
適合棟数

81

棟数

66



〔 第２章 学校教育 〕 

68 〔 ９ 学校施設の整備 〕 

（３） 令和 6 年度まで過去 10 年間の主な学校整備 

年度 増改築・改修等の状況 

27 

上尾中改築事業（南校舎改築工事・屋内運動場改築工事・北校舎（東棟・西棟）大規模改造工事・

太陽光発電 設備工事・校舎解体及び外構グランド等整備工事） 

小学校特別支援学級設置工事（平方小・尾山台小・原市南小・西小・平方北小・上平北小） 

中学校特別支援学級設置工事（太平中） 

28 芝川小（通級指導教室設置工事） 

29 太平中（北校舎外壁改修工事）    西中（渡り廊下棟耐震補強工事） 

30 原市小・大石北小（受水槽改修工事）    西中（南校舎外壁・屋上防水改修工事） 

31 
原市小（体育館屋上防水改修工事）    東中（武道場屋根防水改修工事・受水槽改修工事） 
瓦葺中（受水槽改修工事）    上平中（武道場屋根防水改修工事） 
大石中（体育館屋根防水改修工事） 

２ 
上平小（南校舎屋上防水改修工事） 
東町小（体育館屋根防水改修工事） 

3 

東小・西小（受水槽改修工事） 
大谷小（北校舎外壁改修工事） 
体育館空調設備設置工事（上尾小・大谷小・平方小・大石小・東小・芝川小・今泉小・大石北
小・上平北小・上尾中・太平中・大石中・原市中・東中・瓦葺中・大谷中） 

４ 

上尾小（管理棟屋上防水改修工事） 中学校特別支援学級設置工事（瓦葺中） 

体育館空調設備設置工事（中央小・原市小・上平小・富士見小・尾山台小・大石南小・平方東
小・原市南小・鴨川小・瓦葺小・西小・東町小・平方北小・上平中・西中・大石南中・南中） 

５ 
中央小（体育館屋根防水改修工事） 

大石小（北校舎屋上防水改修工事） 

6 
大谷小（北校舎屋上防水改修工事） 

小・中学校給食配膳室エアコン設置工事 

 

 

 

 

 


